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県政史上初⁉ 当初予算案の撤回 波乱含みの２⽉定例会
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提⾔から予算化へ‼

【写真左】⾼橋雅史・農林⽔産部⻑（３⽉当時）と地元産品
     の紹介も兼ねて意⾒交換 
【写真右】JA及び農林⽔産部を交えての研修及び意⾒交換
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 令和４年度当初予算案に盛り込まれた「果樹
王国情報発信の拠点施設整備事業費」約１億800
万円をめぐり、記録が残る1960年（昭和35年）
以降で初となる予算案の撤回という事態が発⽣。
 県は、凍霜害等を受けた「果樹王国やまがた」
の再⽣と歩調を合わせ、コロナ後を⾒すえなが
ら、さくらんぼ新品種「やまがた紅王」の本格
デビュー（令和５年）や本県におけるさくらん
ぼ栽培150周年（令和７年）の節⽬を好機ととら
え、さくらんぼをはじめとする県産果樹の情報
発信を強化するため、県園芸農業研究所に近い
ことや⾼速道路網の整備状況等を踏まえ、最上
川ふるさと総合公園（寒河江市）に施設を整備
したいとの考えを提案。
 だが、総事業費が約25億円にのぼることや直
近１年間において県議会で議論がなされなかっ
たことなどから、提案に対して反対の意⾒が相
次いだため、このような結末となった。
 なお、当該案件は令和２年度を機に、県から
議会に対して複数回説明があること、県政クラ
ブの髙橋淳議員も⼀般質問で議論喚起していた
 

こと、関係団体から果樹の情報発信強化に関
する要望もあったことなど、⾒落としてなら
ない点も多い。いずれにせよ、将来的な⾒通
しなどを⾒極めながら、委員⻑を務める農林
⽔産常任委員会を中⼼に議論していきたい。

令和４年度当初予算 
総額6,848億420万円を可決

果樹王国情報発信の拠点施設整備事業費を削除し、
再提案された

次世代⾃動⾞参⼊促進
    プロジェクト事業

 昨年の12⽉定例会⼀般質問おいて、
⾃動⾞の電動化など、次世代に向け
た産業構造の転換に乗り遅れること
のないような県の施策展開の必要性
を訴えたところ、早くも関連予算が
計上された。今年度は、プロジェク
トマネージャーの配置、新技術・新
製品の開発⽀援や関連製品の展⺬商
談会を県単独で開催していく⽅針だ。
 引き続き、時代に即した提⾔を⾏
い、実現につなげていきたい。
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激動の令和３年度 総務常任委員会を振り返る
 令和３年度は、知事選直後の２⽉定例会に
おいて副知事⼈事が否決され、続く特命補佐
⼈事、更には市町村との連携といった議論が
県議会運営上の的となり、当初から不穏な空
気感がただよっていた。
 

 急遽、総務常任委員会で市⻑会と意⾒交換
が実施されることに。知事選の遺恨となるよ
うなものにはしたくなかったために、⼀般的
な意⾒交換の枠内であることや公開で⾏われ
ることなどを求めた。が、結局は⾮公開で実
施され、市⻑会からの事実上の要望を書⾯に
て受領するような場となり、県・市という⾏
政（⾸⻑）同⼠の⼟俵に議会（委員会）とし
て⾸を突っ込むのはいかがなものか、という
私なりの疑義をぬぐい去ることは最後まで叶
わなかった。
 ⼀⽅で、町村⻑会との意⾒交換も同様に実
施されたが、⼈⼝減少や空家対策などについ
て、多⾓的な視点で意⾒交換ができたことは
⼀定の成果であったと感じた。
 

 コロナ克服・経済再⽣特命補佐の概要や想
定される勤務状況等、「⼭形新型コロナ対策
認証制度」の運⽤開始に向けた取組内容等に
ついて、率先して質疑・提⾔。

 第４次⼭形県総合発展計画を策定した後に
新型コロナウイルスの感染拡⼤や豪⾬災害の
発⽣など、私たちを取り巻く環境は⼤きく変
 

 令和２年度９⽉定例会での私の質問により、
県全体で避難⾏動要⽀援者が約87,000⼈に及
び、個別避難計画が未策定である市町村の存
在が明らかとなった。コロナ対策を含め市町
村職員の業務の複雑化や要⽀援者の個⼈情報
の提供、⽀援する側の⾼齢化など個別避難計
画の策定には課題が多いことから、策定を進
めるために県の関与を強化すべきと考えるが
どうか。また、県⾏財政改⾰推進プランにお
ける県有財産の売却・有効活⽤について取組
内容と今後の課題などについて質疑・提⾔。
 

 ⼭梨県のグリーンゾーン認証は、コロナ後
を⾒すえて中国の⼤⼿観光サイトに認証施設
を判別できるよう認証マークを掲載している。
本県の認証店は県独⾃のホームページで公表
しているが、⺠間事業者が運営するグルメサ
イトとの連携を考えてはどうか。また、今年
度の職員採⽤試験の状況、⼈材確保のために
⼯夫していることは何か、などを質疑・提⾔。

 衆院選も含めた最近の年代別投票率の傾向
や若者の政治参加を促すための取組状況のほ
か、期末⼿当に関する⼈事委員会勧告は県内
⺠間給与との均衡を勘案することが前提であ
るが、職種別⺠間給与実態調査から⾒えてく
る県内企業の状況はどうか。また、本県及び
市町村における⼈事委員会勧告の取扱いの考
え⽅などについてを質疑・提⾔。 

 

 キャッシュレス決済の普及・導⼊状況、交
通系ICカード「チェリカ」の概要、公⽤⾞の
電動化と地域公共交通分野における脱炭素化、
外国⼈向けワンストップサービスの取組状況
などについて質疑・提⾔。

 オミクロン株による県内第６波の感染状況
及び分析・検証について、まん延防⽌等重点
措置の運⽤が感染実態に即していないのでは
ないか、コロナ禍における県庁の業務継続体
制（BCP）、などについて質疑・提⾔。

 ⼈事案件が総務常任委員会に係属して審査
されるというのは異例であった。委員会での
審議が特命補佐に絡む質問が多い中、私から
は、あくまで審査すべきは平⼭⽒の件である
こと、及びコロナによって疲弊する本県経済
・産業を建て直すには、商⼯業の分野に精通
されている同⽒は正に適任である、と意⾒。
 

 来年度以降の歳⼊⾒通しを踏まえた県財政
の中期展望、県有施設の維持管理の考え⽅、
⽔道事業の耐震化の状況、本県への移住者の
状況と関係⼈⼝創出の取組み、国の新たな雪
対策交付⾦の活⽤、私⽴学校の授業料軽減補
助の拡充内容（世帯年収910万円以上の多⼦
世帯が対象に）、今後の本県における公共交
通政策などについて質疑・提⾔。
 
 

化しているため、現在の統計指標の状況がど
うなっているのか、また、どのような視点を
持って今後の県づくりを進めていくのかなど
を質疑・提⾔。

 

【４⽉】2回の臨時会と閉会中審査 
 特命補佐の件で、荒れ模様… 

【５⽉・６⽉】市⻑会・町村⻑会と
 の意⾒交換、及び定例会

政局的な議論に左右されずに、今、
議論すべきことをしっかり果たす

【８⽉】閉会中審査 

【９⽉】定例会 

平⼭雅之副知事、誕⽣へ

【10⽉】閉会中審査 

【12⽉】定例会 

【１⽉】閉会中審査 

【２⽉】定例会 

 ⼤瀧洋総務部⻑をはじめ、公私ともにご指
導を賜った関係当局職員へ⼼から御礼を申し
上げたい（【写真左】後藤財政課⻑（総務省）
【写真右】酒井企画調整課⻑（国交省）、い
ずれも県出向を終えて栄転された）。

  ヤングケアラーとは⁉
皆さんと⼀緒に考えたい

  村⼭市櫤⼭発、ヒトデの化⽯‼
   ぜひ、県⽴博物館へ

 ３⽉、⼭形⼤学模擬裁判実⾏委員会の皆さんが定期公演
の題材にヤングケアラーを取り扱いたいとのことで取材を
受けました。ヤングケアラーとは、⼀般に、「本来は⼤⼈
が担うと想定されている家事や介護、家族の世話等を⾏っ
ている18才未満の⼦ども」とされています。ですが、法令
上は定義がありません。２⽉に、国⺠⺠主党が実態調査と
⽀援を進めるため「児童福祉法の⼀部を改正する法律案」
を国会に提出したことで話題になりました。県でも、今年
度からヤングケアラーの発⾒・⽀援に関する研修を実施し
ていく考えです。
 私としては、法令上の定義
がないからこそ、過度の情報
発信や、外形的な要素のみで
判断し誤ったレッテル貼りに
ならないように、しっかりと
実態を⾒極めていく必要があ
ると考えています。

 

 昭和46年に開館し、⽼朽化に伴い新館建設の
検討も進められている県⽴博物館へ会派で視察。
観覧ブース⼊⼝すぐに展⺬されているのが⼤正
６年（1917年）に村⼭市櫤⼭の⼭中の三沢川で
発⾒されたヒトデの化⽯です。約1,200万年前の
ものでこれほど⼤きなヒトデの化⽯は国内でも
珍しく、形態も⼤変よく保存されており県指定
天然記念物となっています。とりわけ、⼤倉地
区の⽅はご存じかもしれませんが、これを機に、
ぜひ、県⽴博物館へ⾜をお運びいただければと
思います。
 

  緊迫のウクライナ情勢
本県での⽀援の輪 広がる

 ロシアによるウクライナ侵攻に伴い、
平和の尊さをはじめ、我が国に置き換
えて考えることが多くなりました。県
内でも募⾦活動等の⽀援が広がるなか、
３⽉初旬に知事に陰ながら進⾔してお
った避難⺠への⽀援について具体的な
検討が進められています。（県国際交
流協会に相談窓⼝設置、令和３年度末
時点で約20⼾の県営住宅を確保）。
 

  ⼭形県動物愛護管理計画改定へ
  ⽝・猫の実態はいかに⁉
  【致死処分数の減少】 
  ⽝   93頭（H24） →  １頭（R2）
  猫  2,235頭（H24）→ 188頭（R2）
 
 【猫の苦情相談件数の増加】
 610件（H26）→ 1,717件（R2）
  ※ちなみに、私は⽝も猫も好きです。

 

※⽝の致死処分数は、全国最少レベル。
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